
場
面
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
患
者
さ
ん
は
も
と
よ
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
側
か
ら
も
「
ま
だ

残
す
べ
き
だ
」
と
の
声
か
ら
、

受
付
機
と
会
計
精
算
機
の
お
手

伝
い
と
し
て
今
で
も
続
い
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
お
手
伝
い
と

い
う
よ
り
見
守
り
と
し
て
配
置

し
て
い
る
程
度
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
か
ら
は
、「
い
て
く

れ
る
だ
け
で
安
心
す
る
」「
な
か

な
か
慣
れ
な
く
て
、
顔
が
見
え

る
と
ほ
っ
と
す
る
」
な
ど
感
謝

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

操
作
方
法
に
限
ら
ず
院
内
で

お
困
り
の
際
は
、
気
軽
に
案
内

係
（
オ
レ
ン
ジ
色
の
ベ
ス
ト
着

用
）
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

　

入
院
経
験
か

ら
お
世
話
に
な

り
、
今
度
は
自

分
が
お
返
し
し

た
い
と
い
う
気

持
ち
で
参
加

し
た
。
知
り
合

い
か
ら
声
を
か

け
ら
れ
た
。
機

関
紙
の
お
知
ら

せ
記
事
を
み

て
参
加
し
た
。

な
ど
い
ろ
ん
な

き
っ
か
け
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
て
い

か
り
ま
す
」
な
ど
、
感
謝
の
一
言

が
は
げ
み
に
な
っ
て
い
る
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
は
話
し
て
い
ま

す
。

　

病
院
が
２
０
１
５
年
に
新
築
移

転
し
た
際
に
新
た
に
始
ま
っ
た
案

内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
当
初
は
受
付

機
や
会
計
精
算
機
が
導
入
さ
れ
機

械
操
作
の
補
助
と
、
院
内
が
広
く

な
り
導
線
を
知
っ
て
も
ら
う
ま
で

の
２
～
３
か
月
の
予
定
で
し
た
。

し
か
し
、
月
に
１
回
の
受
診
く
ら

い
で
は
機
械
操
作
に
な
れ
な
い

「
あ
り
が
と
う
の
声
に
は
げ
ま
さ
れ
」

　

利
根
中
央
病
院
で
は
、
玄
関
と
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
年
間
を
と
お
し
て

毎
日
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
２
人
ず
つ
が
ペ
ア
に
な
っ
て
と
り
く
ん
で
い
ま
す
が
、
さ
ら
に

活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
少
し
の
時
間
で
も
結
構
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
力

を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

一人は万人のために 万人は一人のために

毎日のテレビでは、てんこもりの肉料理が登場します。こうした食生活を続けているとコレステロールや中性脂肪が悪さをして、動脈硬化が進みます。
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「
あ
り
が
と
う
の
声
に
は
げ
ま
さ
れ
」

喜
ば
れ
て
い
る
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

玄
関
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

利根保健生協　2019 年 1 月現勢

生 協 組 合 員・・・・・・・・・・・・30,848 人
出 資 金 額・・・・1,674,667,000 円
平均出資金額・・・・・・・・・・・・・54,288 円

理事30名　監事4名　総代210名　班長1,457名

発　行　人　糸 賀 俊 一　　　編集　「利根の保健」編集委員会
発行部数　21,770　　　　印刷　有限会社コトブキ印刷

　

利
根
中
央
病
院
の
玄
関
先
で
顔

と
な
り
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で

毎
日
元
気
な
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ

る
玄
関
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
正
面
玄

利根保健生活協同組合
〒378−0053  沼田市東原新町1861番地1
☎0278（22）6060　  FAX（22）6262

利 根 中 央 病 院
片 品 診 療 所
利 根 中 央 診 療 所
利 根 歯 科 診 療 所
生 協 み な か み 歯 科
介護老人保健施設とね
サニーホームひまわり

沼 田 市 沼 須 町
片 品 村 鎌 田
沼田市西原新町
沼田市高橋場町
みなかみ町後閑
沼田市東原新町
沼田市高橋場町

☎（22）4321
☎（58）3910
☎（24）1202
☎（24）9418
☎（25）3399
☎（22）8855
☎（22）3223

http://www.tonehoken.or.jp/tonehoken-kumiai/
ホームページ で検索できます利根保健

　
「
天
国
の
父
上
様
・

母
上
様
」
―
あ
れ
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
25
年
・

15
年
が
経
ち
ま
し
た
。

父
上
は
「
阪
神
淡
路
大

震
災
」
の
丁
度
一
年
前
、
地
下

の
静
寂
の
中
に
居
ら
れ
る
と
思

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
地
上
に

ま
だ
未
練
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
何
か
不
満
が
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
、
心
配
し
ま
し
た
。

母
上
は
父
上
に
10
年
遅
れ
て
鬼

籍
に
入
ら
れ
ま
し
た
が
、
認
知

症
・
徘
徊
の
父
上
の
行
く
末
を

十
分
に
見
守
ら
れ
て
の
旅
立
ち

で
、
大
変
御
苦
労
だ
っ
た
で
し
ょ

う
▼
と
こ
ろ
で
私
も
後
期
高
齢

者
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。
や

や
長
寿
傾
向
の
あ
る
我
が
家
系

の
一
翼
を
荷
な
う
者
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
10
年
が
勝
負
だ
と

心
に
決
め
て
い
ま
す
▼
日
本
人

の
高
齢
化
は
世
界
一
に
な
り
、

祖
母
様
の
96
歳
、
父
上
の
91
歳

は
珍
し
く
な
い
寿
命
に
な
り
ま

し
た
。
世
は
「
百
歳
時
代
」
に

入
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
私
も
病

院
で
の
現
役
時
代
か
ら
、
老
人

施
設
の
管
理
者
と
し
て
過
ご
し

て
早
く
も
10
年
が
経
ち
ま
す
。

器
械
の
修
理
屋
（
外
科
医
）
か

ら
、
全
人
的
対
応
が
要
求
さ
れ
る

老
人
保
健
施
設
の
毎
日
の
仕
事

は
、
新
鮮
で
か
つ
楽
し
い
毎
日

で
す
▼
認
知
症
・
難
聴
・
車
椅

子
生
活
・
胃
ろ
う
・
介
助
入
浴

等
の
先
輩
方
（
平
均
87
歳
）
と

接
し
て
い
て
、
10
年
後
の
自
分

の
在
り
様
が
想
像
で
き
ま
す
。

介
護
認
定
審
査
委
員
と
し
て
20

年
、
沢
山
の
人
の
介
護
認
定
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
な
る
べ

く
本
人
の
全
生
活
に
合
致
す
る

介
護
度
に
し
よ
う
と
努
力
し

ま
し
た
が
ど
う
だ
っ
た
で
し

ょ
う
▼
幸
せ
な
こ
と
に
、
私
は

介
護
認
定
を
受
け
て
い
ず
、
御

両
親
様
の
健
康
な
身
体
を
受
け

継
い
で
、
今
後
５
年
位
は
現
役

を
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
老
健
施
設
長
・
都
築
）

関
に
車
が
着
く
と
「
お
手
伝
い
し

ま
し
ょ
う
か
」
と
声
を
か
け
、
足

の
不
自
由
な
方
に
は
車
い
す
や
カ

ー
ト
を
用
意
し
て
移
乗
の
お
手
伝

い
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
す
る
患
者
さ
ん
や
家
族
か

ら
「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
」「
助

ま
す
。

　

玄
関
・
案
内
の
ど
ち
ら
も
月
曜

～
土
曜
日
ま
で
の
午
前
中
の
み
。

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
が
い
ま

し
た
ら
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

利
根
中
央
病
院　

生
協
ル
ー
ム

（
☎
２
２
―
４
３
２
１
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
に
よ
っ
て

は
、
月
に
１
回
か
ら
週
２
日
な
ど

様
々
で
す
。
日
程
や
仕
事
内
容
な

ど
く
わ
し
い
こ
と
は
ご
相
談
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
緒
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア募

集
中

車椅子への移乗のお手伝い

2 役員の任期　２年間
3 受 付 方 法　所定用紙に必要事項を記入の上、
　　　　　　　利根保健生協本部に提出してください。
4 受 付 期 間　2019年4月1日（月） ～  4月20日（土）
5 総代会日時・場所　2019年6月22日（土）13時00分 開会
　　　　　　　　　　ホテル べラヴィータ

【問合せ】利根保健生協　組織部　☎ 22-2300

第42回 組合員活動交流集会
（これまでの保健組織活動交流集会）

日　時

場　所

テーマ

内　容

3 月 9 日（土）受付 9 時開始
　9 時 20 分～ 15 時 30 分
利根沼田文化会館（小ホール）

　　　　　★記念講演「2040 年に向けた挑戦」を受けて
　　　　　～みんながつながる介護予防～
　講師：茨城県立健康プラザ管理者　大田仁史氏
★組合員による活動報告
★分散会（組合員と職員の交流の場）

※参加希望の方は、資料や昼食などの準備の都合上、各支部役員
または組織部（☎ 22-2300）までお申し込み下さい。

“楽しく”つながる・つなげるで協同の輪を

9：20からのオープニングは

　　　沼田中学校吹奏楽部です

地域区分理事推薦希望の申し出のお知らせ
第43回 通常総代会

1 地域区分理事定数（選任区・支部名・定数）

定款第 19 条・20 条及び役員選任規約に基づき、地域理事とし
て推薦を希望する方は、下記要項に基づきお申し出ください。

第一
選任区

第二
選任区

13人

10人

沼田東、沼田中、沼田南、沼田北、利南、
池田、白沢、利根北、利根南、片品、川場、
昭和東、昭和南

沼田西、薄根、川田、月夜野東、月夜野西、
水上、猿ヶ京、須川、新巻、高山

会計精算機のお手伝い

お声かけください



　

１
月
25
日
（
金
）
昭
和
村

立
大
河
原
小
学
校
で
４
年
生

以
上
44
人
と
教
職
員
を
対
象

に
「
感
染
症
に
負
け
な
い
か

ら
だ
を
つ
く
ろ
う
！
～
野
菜

を
食
べ
る
と　

ど
う
し
て
い

い
の
⁉
」
を
テ
ー
マ
に
利
根

中
央
病
院
管
理
栄
養
士
を
講

師
に
保
健
講
話
が
開
か
れ
ま

し
た
。
事
前
に
子
ど
も
た
ち

の
苦
手
な
野
菜
を
聞
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
野
菜
に
含
ま
れ
る

栄
養
素
・
体
の
中
で
ど
ん
な

働
き
を
す
る
の
か
を
学
び
ま

し
た
。ま
た
、ど
の
く
ら
い
食

べ
た
ら
よ
い
の
か
、
１
食
で

食
べ
た
い
野
菜
の
量
を
実
際

に
目
で
見
て
確
認
も
し
ま
し

た
。「
１
日
に
３
５
０
ｇ
の
野

菜
を
食
べ
れ
ば
い
い
と
聞
い

て
３
５
０
ｇ
の
生
野
菜
を
見

せ
て
も
ら
っ
た
と
き
は
、
食

べ
ら
れ
る
か
な
？
と
思
っ
た

け
ど
、
料
理
し
た
の
を
見
て

こ
れ
な
ら
食
べ
ら
れ
る
！
今

日
の
夜
か
ら
や
り
た
い
と
思

っ
た
。」「
み
ん
な
が
嫌
い
な

食
べ
物
ほ
ど
、
栄
養
が
た
っ

ぷ
り
入
っ
て
い
る
こ
と
が
と

て
も
良
く
わ
か
り
ま
し
た
。

家
族
に
も
こ
の
こ
と
を
伝
え

て
、
１
日
に
必
要
な
量
を
食

べ
て
健
康
に
す
ご
し
た
い
で

す
。」な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

　

県
生
協
連
と
く

ら
し
の
会
の
主
催

で
「
消
費
者
ま
つ

り
」
が
、
２
月
17

日
（
日
）、県
庁
県

民
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、
大
勢
の
方

で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

　

当
生
協
か
ら

は
、
歯
科
医
師
を

は
じ
め
４
名
の
職

員
が
参
加
し
て
、

「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ

イ
ル
」
を
テ
ー
マ
に
お
口
の
周
り
の
筋

肉
（
口
唇
、
舌
力
、
呼
気
圧
）
を
測
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、
歯
科
診
療
所
で
取

り
扱
っ
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ
や
フ
ロ
ス
等

の
販
売
も
行
い
、
約
50
名
の
方
が
利
用

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
大
道
芸

人
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
、
リ
フ
ォ
ー

ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、

試
食
会
や
大
抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
最

後
ま
で
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

１
月
28
日
、
医
局
ラ
ウ
ン
ジ

に
て
人
材
確
保
委
員
会
主
催
の

ふ
る
ま
い
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
今
回
の
献
立
は
寒
い
季
節

に
温
か
さ
を
運
ん
で
く
れ
る

『
お
し
る
こ
』と『
け
ん
ち
ん
汁
』

で
す
。
サ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー
は
、沼

田
産
の
洋
ナ
シ
、
リ
ン
ゴ
、
お

漬
物
が
卓
上
に
並
び

ま
し
た
。お
し
る
こ
の

お
餅
や
小
豆
は
す
べ

て
組
合
員
の
手
作
り
。

具
沢
山
の
け
ん
ち
ん

汁
も
味
が
染
み
込
み
、

先
生
方
や
実
習
中
の

医
学
生
た
ち
の
休
息

を
最
高
に
も
て
な
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

先
生
と
組
合
員
と

の
会
話
も
弾
み
、と
て

も
和
や
か
な
交
流
と

な
り
ま
し
た
。

利 根 の 保 健

よくいわれている「メタボ」＝内臓脂肪型肥満（おへその高さの腹囲が、男性 85㎝以上、女性 90㎝以上の人）は、血液中の脂質、血糖値の検査を受けましょう。
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沼
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東
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部
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志
な

〈
沼
田
中
支
部
〉

梁
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頴

〈
沼
田
西
支
部
〉

山
田　

翔
子

新
井　

智
子

高
橋　

正
美

〈
沼
田
北
支
部
〉

武
井　

澄
子

武
井　

善
一

〈
利
南
支
部
〉

川
上　

和
子

角
田
ち
ゑ
子

長
尾　

由
佳

小
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富
雄

〈
薄
根
支
部
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片
野　

貞
行

上
野
み
ね
子

中
村　

育
与

富
井
千
代
子

鈴
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美
咲

石
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京
子

〈
川
田
支
部
〉

生
方　

美
里

〈
白
沢
支
部
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鶴
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道
雄

小
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靖
代

横
坂　

良
作

〈
利
根
北
支
部
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小
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夏
江

星
野　

良
子

〈
月
夜
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東
支
部
〉

若
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茂
夫

若
井　

敏
美

〈
月
夜
野
西
支
部
〉

五
島　

常
義

〈
須
川
支
部
〉

本
多　

一
幸

冨
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英
雄

〈
新
巻
支
部
〉

田
村　

隆
司

塩
原　

一
美

関　

ヤ
ス
子

〈
昭
和
東
支
部
〉

萩
原
み
ち
代

〈
昭
和
南
支
部
〉

諸
田　
　

勉

諸
田　

征
夫

諸
田　

利
幸

諸
田
ち
え
子

諸
田　

一
豊

〈
旧
子
持
村
〉

轟
木　

忠
幸

〈
職
域
〉

小
澤　

富
夫

萩
原　

和
男

よ
う

　 

こ
そ

新
し
い
仲
間

▼
１
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
83
人
で
し
た
。（
敬
称
略
）

１
月
の

新
加
入
者

～よりよい地域のために～
みんなでつくろう消費者市民社会

「
虹
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
行
動
」

社
会
保
障
の
充
実
を

田
村
廣
子
さ
ん 

昭
和
東
支
部
総
代

「
Ｆ
Ｍ 

Ｏ
Ｚ
Ｅ 
ハ
ー
ト
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
大
賞

�

地
域
活
動
部
門
賞
」を
受
賞

　より親しめる機関紙づくりを
目指して、４月号から内容を変
更します。

≪新紙面構成≫
【１面】
◦生協からお知らせすること
◦あぜ道
【２面】
◦各事業所からのお知らせ、紹介
◦各事業所利用委員会の報告（虹
の箱投書など）

【３面】
◦医療相談室　◦職場紹介
◦なかまの作品（俳句・短歌・
川柳）は、４面へ移動します。

【４面】
◦組合員活動の紹介
◦なかまの作品　◦広告

≪廃止します≫
◦班会開催一覧、みんなの声、
すくすくエンジェル、まちか
ど健康チェック一覧
◦新しい仲間の氏名掲載
◦欄外記事

今
回
、
田

村
さ
ん
は
昭

和
59
年
に
マ

ン
ド
リ
ン

「
る
ば
ん
が
」

を
結
成
、
村

内
小
学
校
や
介
護
施
設
訪
問
、
地
域
行
事
に

積
極
的
に
参
加
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

会
、
来
村
者
の
観
光
・
史
跡
等
の
案
内
、
ふ

る
さ
と
歴
史
文
化
講
座
等
の
開
催
、
文
化
財

の
勉
強
会
に
協
力
す
る
な
ど
尽
力
さ
れ
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
当
生

協
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
支
部

で
も
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｆ
Ｍ　

Ｏ
Ｚ
Ｅ
ハ
ー
ト
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
大

賞
と
は
利
根
沼
田
地
域
に
お
い
て
、
地
域
活

動
・
文
化
芸
能
ス
ポ
ー
ツ
・
教
育
等
の
各
分
野

を
と
お
し
て
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る

団
体
及
び
個
人
の
功
績
を
讃
え
る
と
共
に
、

今
後
の
さ
ら
な
る
活
動
を
奨
励
す
る
た
め
に

沼
田
エ
フ
エ
ム
放
送
（
Ｆ
Ｍ　

Ｏ
Ｚ
Ｅ
）
が

創
設
し
た
賞
の
こ
と
で
す
。

　
「
虹
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
行
動
」

は
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
ち
な

ん
で
、
医
療
福
祉
生
協
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
、
社
会
保
障
の
改
善

を
国
民
に
訴
え
る
こ
と
を
主
な
目

野
菜
を
食
べ
る
と

ど
う
し
て
い
い
の
⁉

　
学
校
保
健
講
話

的
と
す
る
全
国
一
斉
行

動
で
す
。

　

２
月
13
日（
水
）当
生

協
で
は
、組
合
員
・
職
員

９
人
が
病
院
外
来
患
者

を
中
心
に
、
そ
の
他
病

棟
、
各
事
業
所
合
わ
せ

て
約
１
２
０
０
個
の
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

配
布
し
ま
し
た
。
同
時

に
「
75
歳
以
上
の
医
療

費
負
担
の
原
則
２
割
化

に
反
対
す
る
署
名
」
へ

の
協
力
も
呼
び
か
け
、

１
１
０
筆
の
署
名
が
よ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
月
14
日（
木
）沼
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
利
南

支
部
役
員
研
修
会
が
利

南
公
民
館
で
25
人
の
参

加
で
開
か
れ
、
当
生
協
よ

り
講
師
と
し
て
研
修
医
３

人
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
お

手
伝
い
に
組
合
員
・
職
員

９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

血
圧
・
血
管
年
齢
・
握

力
・
体
組
成
・
足
指
力
測

定
を
実
施
後
、
３
人
の
研

修
医
に
よ
る
「
脳
卒
中
」

「
減
塩
・
高

血
圧
」「
腰

痛
」
を
テ

ー
マ
に
講

話
を
行
い

ま
し
た
。

腰
痛
に
つ

い
て
は
、

話
の
ほ
か

に
、
実
際

に
軽
い
運

動
（
ス
ト

レ
ッ
チ
）で

体
を
ほ
ぐ
し
ま
し
た
。

　
「
薄
味
に
し
た
ら
い
い

の
は
分
か
る
が
・
・
・
」

と
減
塩
が
話
題
に
な
り

「
い
き
な
り
塩
分
を
減
ら

す
の
で
な
く
、み
そ
汁
の

具
材
を
多
く
し
て
汁
の

量
を
減
ら
す
と
か
、漬
け

物
の
量
を
減
ら
す
な
ど
、

や
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。」
と
ア
ド
バ
イ

ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

署
名
を
寄
せ
て
く
れ
た
通
院
患

者
か
ら
は
、「
医
療
費
の
値
上
が

り
は
、
医
者
が
か
り
し
に
く
く
な

り
、
困
り
ま
す
。
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

健康講話と健康チェックでお手伝い
沼田社協利南支部役員研修会

消費者
まつり

２０１９年４月号から
「利根の保健」の
紙面構成が変わります

“けんちん汁でおもてなし”
医局ふるまい会
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狭心症・心筋梗塞・糖尿病・慢性腎炎・高血圧。喫煙・高年齢者・家族歴のある人は、念のために専門医に受診して、積極的に生活改善を‼

（３） 第594号2019年３月１日（毎月1回1日発行）

心
疾
患
は
悪
性
新
生
物
（
が
ん
）
に
次
い
で
日
本
人
の

死
因
第
２
位
と
な
っ
て
お
り
、
死
亡
率
は
年
々
上
昇
し
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
心
疾
患
の
進
行
の
軽
減
や
予

防
の
取
り
組
み
と
し
て
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
略

し
て
心
リ
ハ
）
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
わ
が
国
に
お
け
る
心
リ
ハ
の
普
及
度
は
ま
だ

低
く
、
特
に
心
血
管
疾
患
患
者
の
在
院
日
数
が
急
速
に
短

縮
す
る
中
で
早
期
退
院
後
の
外
来
心
リ
ハ
の
普
及
が
遅
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

2019.3 月号

ロ
グ
ラ
ム
を
指
し
ま
す（
表
１
）。
ス

ム
ー
ズ
な
社
会
復
帰
や
疾
患
の
再

発
お
よ
び
悪
化
を
予
防
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
運
動
療
法
の

ほ
か
、
食
事
療
法
や
生
活
習
慣
の
改

善
、
さ
ら
に
は
患
者
自
身
に
病
気
に

対
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け

て
頂
く
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

医
師
、
理
学
／
作
業
療
法
士
、
看
護

師
、
薬
剤
師
、
管
理
栄
養
士
な
ど
の

専
門
医
療
職
が
関
わ
っ
て
、
患
者
一

　

対
象
疾
患
・
目
的

心
リ
ハ
と
は
、
急
性
心
筋
梗
塞
、

狭
心
症
、
開
心
術
後
（
冠
動
脈
バ
イ

パ
ス
術
後
・
弁
膜
症
手
術
な
ど
）、
慢

性
心
不
全
、
大
血
管
疾
患
（
大
動
脈

瘤
・
大
動
脈
解
離
な
ど
）、
末
梢
動
脈

閉
塞
性
疾
患
と
い
っ
た
心
疾
患
お

よ
び
血
管
疾
患
を
対
象
と
し
た
入

院
直
後
の
急
性
期
か
ら
退
院
後
の

維
持
期
に
ま
で
及
ぶ
長
期
的
な
プ

利根中央病院
心臓リハビリテーション指導士

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
っ
て
な
ぁ
に
？

　
　 

心
臓
病
の
改
善
と
予
防
の
た
め
に 　
　

人
や
高
齢
者
、
心
臓
機
能
が
低
下
し

て
い
る
人
の
方
が
よ
り
効
果
が
大

き
い
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
運
動
療
法
の
重
要
性
は
わ
か

っ
て
い
て
も
一
人
で
継
続
す
る
の

は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
。
専

門
家
に
よ
る
個
別
指
導
や
同
じ
目

的
を
持
っ
た
仲
間
と
の
交
流
に
よ

り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
向
上
し
継

続
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　

当
院
で
の
心
リ
ハ

昨
年
１
月
に
心
リ
ハ
を
開
設
し

て
以
降
、
入
院
・
外
来
を
問
わ
ず
、

他
院
か
ら
の
紹
介
も
含
め
て
幅
広

く
患
者
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
対
象

患
者
は
12
月
ま
で
の
１
年
間
で
１

４
０
名
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

当
院
に
は
心
疾
患
や
リ
ハ
ビ
リ
、
生

活
指
導
に
つ
い
て
総
合
的
な
知
識

を
備
え
た
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
指
導
士
（
日
本
心
臓
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
認
定
）
が
在
籍
し

て
お
り
リ
ハ
ビ
リ
の
質
を
保
っ
て

い
ま
す
。

心
リ
ハ
を
受
け
た
い
、
関
心
が
あ

る
と
い
っ
た
方
は
当
院
循
環
器
内

科
を
受
診
し
相
談
し
て
み
て
下
さ

い
。

初

夢
は

孫

か
ら

貰

う
お

年

玉

子
供
等
の
踊
り
出
し
そ
な
童
画
展

汗
を
か
き
他
人
の
い
た
み
知
れ
ト
ッ
プ

再
生
を
ゴ
ー
ン
に
ま
か
せ
た
お
ろ
か
さ
よ

災
害
が
ポ
ケ
ベ
ル
の
価
値
呼
び
覚
ま
す

年
取
れ
ば
誰
で
も
悩
む
痛
む
膝

沼
田
市
薄
根
町�

大
竹　

美
鶴

沼
田
市
薄
根
町�

加
瀬
田　

フ
サ
ヱ

沼
田
市
柳
町�

津
久
井
富
子

沼
田
市
堀
廻
町�

今
井　

栄
一

み
な
か
み
町
石
倉�

藤
田　

俊
彦

昭
和
村
貝
野
瀬�

林　
　

篤
次

狭
庭
に
は
雪
の
ま
ば
ら
に
残
り
を
り
黄
の
パ
ン
ジ
ー
優

し
く
彩
る

春
の
日
の
象
の
親
子
の
鼻
の
ご
と
吹
く
つ
ど
揺
る
る

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
の
先

登
り
詰
む
開
拓
の
地
荒
れ
果
て
し
集
落
の
三
軒
に
冬
日

照
り
を
り

太
陽
の
差
し
込
む
日
ざ
し
あ
り
が
た
き
赤
き
万
両
窓
辺

を
飾
る

雪
焼
け
の
顔
懐
か
し
き
祖
父
は
亡
く
耳
に
残
り
し
炭
た

た
く
音

検
診
の
す
み
し
夫
の
異
常
な
し
言
葉
を
聞
け
ば
心
安
ら
ぐ

　冬
野
菜
の
高
値
に
せ
め
て
大
根
を
子
に
送
ら
む
と
雪
退

け
て
掘
る

沼
田
市
清
水
町�

堀　

越　

京　

子

沼
田
市
久
屋
原
町�

氏　

家　
　
　

孝

沼
田
市
白
沢
町�

大　

迫　

あ
い
子

片
品
村
幡
谷�

千　

明　

洋　

子

み
な
か
み
町
後
閑�

番　

場　

正　

夫

み
な
か
み
町
東
峰�

河　

合　

な
み
江

昭
和
村
入
原�

板　

橋　

き
み
江

　

今
月
は
53
件
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。紙
面

ス
ペ
ー
ス
と
当
季
雑
詠
に
沿
っ
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
乱
筆
は
誤
植
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
楷
書
で
わ

か
り
や
す
く
丁
寧
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

父
の
忌
や
雪
の
ひ
た
降
る
墓
石
の
灯

眼
差
し
の
や
さ
し
い
ポ
チ
や
春
そ
こ
に

立
春
や
妻
と
た
の
し
む
移
動
図
書

墳
山
の
穴
に
子
を
寝
せ
畑
返
す

荒
れ
つ
つ
も
春
調
へ
て
ゆ
く
暦

諸
心
並
ぶ
ゲ
イ
ト
や
外
は
雪

春
雨
や
携
帯
傘
を
持
ち
歩
く

薄
目
あ
く
鴨
に
見
ら
れ
て
佇
み
ぬ

リ
ハ
ビ
リ
や
春
か
ら
始
め
る
老
夫
婦

手
の
届
く
一
間
の
く
ら
し
春
炬
燵

沼
田
市
柳
町�

櫛
淵
か
り
な

沼
田
市
久
屋
原
町�

狩
野　

章
子

沼
田
市
久
屋
原
町�

阿
部　

邦
尭

沼
田
市
横
塚
町�

星
野　

順
子

沼
田
市
栄
町�

戸
丸　

雅
代

沼
田
市
新
町�

須
藤　
　

薫

沼
田
市
下
沼
田
町�

丸
岡　

勇
吉

川
場
村
谷
地�

穴
沢　

杏
子

み
な
か
み
町
師�

増
田　

耕
寿

み
な
か
み
町
上
津�

林　
　

明
男

運
動
療
法
に
は
、
持
久
力
（
運
動

耐
容
能
）
を
改
善
す
る
有
酸
素
運
動

と
筋
力
を
向
上
さ
せ
る
筋
力
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。
運

動
耐
容
能
が
高
い
ほ
ど
心
疾
患
患

者
の
寿
命
が
延
長
す
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
お
り
、
心
リ
ハ
で
は
歩
行
や

自
転
車
こ
ぎ
な
ど
の
有
酸
素
運
動

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

心
リ
ハ
の
効
果

心
リ
ハ
に
は
以
下
の
よ
う
な
効

果
が
あ
り
、
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）

を
高
め
る
だ
け
な
く
寿
命
を
延
ば

し
ま
す
。

①
運
動
能
力
・
体
力
が
向
上
し
息
切

れ
等
の
症
状
が
改
善
す
る

②
筋
肉
量
が
増
加
し
楽
に
動
け
る
よ

う
に
な
り
、
心
臓
へ
の
負
担
が
軽

減
す
る

③
心
臓
の
機
能
が
改
善
す
る

④
血
管
が
広
が
り
や
す
く
な
り
身
体

の
血
液
循
環
が
よ
く
な
る

⑤
動
脈
硬
化
が
改
善
す
る

⑥
自
律
神
経
が
安
定
し
て
不
整
脈
の

予
防
・
改
善
に
つ
な
が
る

⑦
不
安
や
う
つ
状
態
が
改
善
す
る

⑧
再
発
予
防
効
果
が
あ
り
、
死
亡
率

が
減
少
す
る

運
動
療
法
は
運
動
能
力
の
低
い

人
ひ
と
り
の
状
態
に
応
じ
た
リ
ハ

ビ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
、
実
施
し

ま
す
。

　

心
リ
ハ
の
特
徴

心
リ
ハ
で
は
心
臓
に
負
荷
が
か

か
る
要
素
を
取
り
除
き
つ
つ
、
弱
く

な
っ
た
心
臓
機
能
の
強
化
を
は
か

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
生
活

全
般
を
改
善
し
て
い
く
と
い
う
点

が
特
徴
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
危
険

因
子
の
是
正
、
服
薬
・
栄
養
指
導
だ

け
で
な
く
、
筋
肉
で
で
き
て
い
る
心

臓
の
機
能
を
高
め
る
た
め
、
運
動
を

取
り
入
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
特

徴
と
言
え
ま
す
。

心
リ
ハ
で
は
病
態
の
不
安
定
な

時
期
か
ら
運
動
療
法
や
身
体
活
動

を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
際
、
運
動
強

度
を
慎
重
に
設
定
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。（
図
１
）
に
示
す
よ
う
に

強
度
が
弱
す
ぎ
て
も
効
果
の
な
い

運
動
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
逆

に
強
度
が
強
す
ぎ
る
と
安
全
性
が

＊
俳
句
（
当
季
雑
詠
）・
短
歌
・
川
柳
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

毎
月
15
日
頃
締
切
。

　
　
　
　
　

利
根
保
健
生
協
「
な
か
ま
の
作
品
係
」

〒
三
七
八
︱
〇
〇
五
三　

沼
田
市
東
原
新
町
一
八
六
一
の
一

sukusuku-tone@
tonehoken.or.jp

メ
ー
ル
投
稿

利根中央病院
医局事務 課

医局事務課は病院の医局に机を配置し、５名で業務
にあたっています。研修医も含めた常勤医師の机が近
くにあるため、医師とコミュニケーションを取りやす
い環境にあります。
業務は、「この地域」で、「利根中央病院」で働きた
いと思ってくれる医師が増えるよう、病院内の各職
種・職場、地域の組合員の方々に協力してもらいなが
ら、医師に関する「実習・研修・労働」の環境を整え
ること。また、それを全国の医学生・研修医・医師に
向けて広報することです。
利根中央病院は利根沼田地域の中核の病院です。こ
の地域の医療体制を維持していくためには、当院の医
師体制の充実を図らなければなりません。医師から
『選ばれる病院』になるよう業務にあたっております
ので、今後もご協力お願いいたします。

～医師が働き続けたいと思える環境づくり～

職 紹場 介

損
な
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
運
動
を

処
方
す
る
際
に
は
、
安
全
か
つ
有
効

な
運
動
を
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

通
常
、
私
た
ち
は
血
圧
や
脈
拍
、

自
覚
症
状
の
変
化
な
ど
か
ら
身
体

機
能
を
評
価
し
て
こ
れ
を
行
い
ま

す
が
、
信
頼
性
の
高
い
評
価
方
法

と
し
て
心
肺
運
動
負
荷
試
験
（
Ｃ
Ｐ

Ｘ
）
が
あ
り
ま
す
。
運
動
中
の
呼
吸

状
態
や
心
電
図
変
化
を
観
察
す
る

検
査
で
あ
り
、
当
院
で
も
Ｃ
Ｐ
Ｘ
を

導
入
し
て
患
者
の
状
態
に
応
じ
た

運
動
処
方
や
機
能
評
価
を
行
っ
て

い
ま
す
。
適
切
に
運
動
強
度
を
設
定

す
る
こ
と
で
、
運
動
が
苦
手
な
方
で

も
無
理
な
く
始
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

運
動
療
法

狩野 進之助悪←　  身体的な状況　  →良

効果のない運動

安全かつ
有効な運動

安全でない運動

運動
禁忌

強
↑
　 

運
動
強
度
　 

↓
弱

↓

↑

社会生活へ復帰
新しい生活習慣

外来・通院リハ
後期回復期

社会生活への復帰

一般循環器病棟
前期回復期

日常生活への復帰

ICU/CCU
急性期
第Ⅰ相 第Ⅱ相 第Ⅲ相

主な
内容

目的

場所
時期
区分

心リハ非施行例

心リハ施行例退
院

身体機能
心理状態

発症・手術・
急性増悪など

機能評価
療養計画
床上理学療法
座位・立位負荷
30～100ｍ歩行試験

快適な生活
再発予防

地域の運動施設
維持期

病態・機能評価
精神・心理評価
リハの重要性啓発
運動負荷試験
運動処方
生活一般・食事・服
薬指導
カウンセリング
社会的不利への対応
法
復職支援

病態・機能評価
精神・心理評価
運動負荷試験
運動処方
運動療法
生活一般・食事・服
薬指導
集団療法
カウンセリング
冠危険因子是正

よりよい生活習慣の
維持
冠危険因子是正
運動処方
運動療法
集団療法

図１

表１
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毎日の生活習慣がポイントです。豆類は畑の肉といわれています。「肉よりも魚」に、毎日の野菜や海藻類はミネラル・食物繊維はコレステロールを減らすことができます。

おらがまちの 班会あれこれ

１月まちかど健康チェック開催一覧

３月まちかど健康チェック開催予定

会　　場

高山温泉ふれあいプラザ

支部名

高 山

会　場
高山温泉
ふれあいプラザ

支部名

高 山

日  時
26日
17:00～19:00

「
日
曜
祝
日
で
も
正
面
玄

関
は
開
け
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
」

〈
回
答
〉

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
て

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
院
は
正
面
玄
関
と
時

間
外
出
入
口
が
離
れ
た
場

所
に
あ
り
、
休
日
の
出
入

り
口
は
病
院
東
口
の
救
急

外
来
出
入
口
の
一
ヵ
所
に

限
定
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

休
日
に
正
面
玄
関
を
開

放
し
ま
す
と
、
玄
関
フ
ロ

ア
に
職
員
が
不
在
の
た

め
、
不
審
者
の
侵
入
や
入

院
患
者
様
の
離
院
な
ど
、

安
全
面
が
確
保
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
出
入
口
を
迷

わ
な
い
よ
う
に
、
院
内
や

敷
地
内
に
案
内
掲
示
を
設

置
し
て
、
誘
導
対
策
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
ご
理
解

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

１月 班会・サークル 開催一覧

月夜野東支部　真庭政所合同班昭和南支部　入原合同班

フレイル予防/棒体操手芸
みんなで体操をして身体が暖められました。
こうしてみんなで集まって今後も取り組んでいきたい
と思います。

ナイロンたわしづくりをみんなで楽しく作り合いました。
おしゃべりしながら、家でも便利に使え、しかも洗剤も節
約できてエコにも役立ちますね。

沼田東

サｰクル

沼田北

サｰクル

池　田

利根北

サｰクル

利根南

片　品

川　場

利　南

白　沢

昭和東

サｰクル

昭和南

サｰクル

沼田西

サｰクル

川　田

高　山

月夜野東

サｰクル

月夜野西

病棟・他

村田　定蔵

小林永久子

得能　淑子

大竹　俊夫

小菅　愛子

永井　達郎

牧野　一江

小林　喜市

佐々木明美

星野　吉夫

石橋　雅子

櫛渕トヨ子

中村登美代

織田澤はま子

角田　梅子

吉野たか子

板橋きみ枝

高橋　和子

堤　　フジ

諸田はま江

角田　恵子

三ツ井久雄

深津　文子

飯塚與志次

中村　秀夫

江口　健己

真庭　利治

渋谷  典子

山田八重子

広橋　絹代

広橋　絹代

広橋　絹代

深津ハルイ

長濱　水郎

林　　友好

西畠みどり

金井　雪江

ノロウイルス対策

高齢者の肺炎

新年会

卓球（計 2 回）

新年会（上毛カルタ・坊主めくり）

俳句会

新年会

健康体操 ( 計 3 回）

ぬり絵・インフルの対策

笑いヨガ

笑いヨガ

脳トレ・足指力チェック

映画鑑賞・お食事会

骨盤底筋体操

年間計画づくり

ゲ－トボ－ル（計 1 回）

笑いヨガ

笑いヨガ

笑いヨガ

減塩と食生活

ゲートボール（計 1 回）

パズル・麻雀（計1回）

新年会・カルタ

年間計画づくり

新年会（すごろくゲーム等）

新年会（すごろくゲーム等）

新年会（すごろくゲーム等）

筋力アップ体操

新年会

筋トレ・折り紙・コマ回し大会

参加すると楽しいよ

参加すると楽しいよ

ゲートボール（計 6 回）

あせもについて

あせもについて

アレルギー対策

フッ素班会

上原町合同

材木町 11-3

西原新町 11-1

健康卓球教室「ゆうゆう」

ときめき班

いこい句会

岡谷町 西部１

追貝 12 会

お気楽会

菅沼合同

菅沼合同

生品合同

中野合同

上久屋馬場

尾合合同

昭和東ゲｰトボｰルクラブ

川額 入原合同

川額 入原合同

川額 入原合同

永井合同

昭和南ゲｰトボｰルクラブ

ハレやか

宮塚合同班

判形合同

政所合同

政所合同

真庭合同

後閑 上・下入合同

下牧 原の中

つきよのいきいきサロン

つきよのいきいきサロン

つきよのいきいきサロン

後閑ゲｰトボｰルクラブ

月夜野 町組合同

月夜野 町組合同

ふれあいの輪

どんぐり保育園

支部名 人数班　　名 班会内容班長 ・代表名

97 人

187 人

7 サークル

14 班
総計

6

5

4

10

8

3

5

31

5

4

4

8

7

4

7

13

3

3

3

13

14

6

6

13

6

5

5

5

5

7

10

8

20

5

4

15

4

第34回　囲碁大会
日 時
受 付 開 始
会 場
参 加 費
申 込 先

日時
会場
内容

講師
3月17日（日）　
8：30、開会 9：00
老人保健施設とね　1 階
1,000 円（昼食代含む）
3 月 8 日までに、実行委員または事務局へ

3月30日（土） 午後2時～午後3時
利根中央病院  2階 研修室

「健康増進について」
総合診療科

中村 大輔 先生
　今回は「健康増進について」をテーマに講
演を行う予定です。病気になる前にどのように
生活習慣を改めれば健康を保つことができる
のかをお話いただきます。是非ご参加ください。 問い合わせ　利根保健生協 組織部 ☎ 0278-22-2300

沼田西支部　「福寿草」

薄根支部/薄根公民館

沼田東支部　健康卓球教室「ゆうゆう」

２/１３「薄根公民館まつり」に支部活動として毎年参
加しています。健康チェックでは血圧測定の他、体組
成や骨密度測定も行いました。医学生３名も合流し、
約５０名の方が測定に来場されました。

毎週木曜日午後に生協本部「にぎわい」ホールで健康
体操を行っています。
みんなで集まり、おしゃべりしながら楽しく体を動か
し、これからも続けていきたいと思います。

毎週木曜日午前中に病院の「きらめき」ホールを会場
で行っています。
健康づくりと親睦のため「楽しく遊ぶ」を目的に活動し
ています。

サークル

まちかど健康チェック

講　師：梅澤はる子
（ポスチュアウオーキング協会認定スタイリスト）
日　時：3 月 14 日（木）
　　　　18：00 ～ 19：30
場　所：利根中央病院
　　　　2 階研修室
参加費：2,000 円
※タオルご持参ください。
　歩きやすい服装・靴でお越し
　ください。

【特別企画】ポスチュアウオーキング
第19回 医療講演＆懇談会

お申し込み先：利根中央病院
総合支援センター☎ 22-4321 へ

地域公開講座のご案内
利根中央病院

　定款区域内である沼田市、利根
郡、吾妻郡一円、旧子持・赤城村に
転居される場合は、住所変更の手
続きが必要となります。
　区域外へ転居する場合は、脱退
手続きの後、出資金をお返しするこ
とになっております。

連絡先 生協本部 ☎22-6060

転居の連絡を生協本部へ

以前に比べ、17：30 ～ 20：30
の予約が取りやすくなっています。部活の帰りや
仕事帰りにいかがでしょうか。お気軽に
お問い合わせください。

通院が困難な方のために
自宅への訪問診療にも力を入れています。困っ
ている方がいましたら、ぜひご相談ください。

夜間診療

自宅への診療

利根歯科診療所よりお知らせ


